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1　は　じ　め　に

現在，過排卵処置法としてFSHの滅昼投与法が一般的

に行われている。この方法では朝夕1日2回3～4日間続

けてFSIIを授与する必要があり．労力の面で問題がある。

したがって．1日1回2～3日間の投与で減員投与法と同

等の卵巣反応が得られるならば．労力や経費の節約に大き

な効果が期待できる。そこで，FSHの簡易投与あるいは

減量投与によって過排卵処置を行い．卵巣の反応作や血中

ステロイドホルモンの推移について比較検討を行った。

2　試　験　方　法

FSll（アントリン）の投与方法を変えて黒毛和種及び

褐毛和種延べ31頑に過排卵処置を行い，卵巣反応や内分泌

の動態に与える影響を調べた。すなわち，FSHを減量投

与区では1日2回・4日間（5・5，4・4，3・3，2・2鴨），

簡易投与区Iでは1日1回・2日間（15，15mg），簡易投

与区Ⅱでは1口1回・3日間（10，10，10mg）皮下注射し

た。また，処置開始48及び72時間目にPGFα（プロナル

ゴン）をジノプロストとして各15mg計30mg筋肉内注射した。

人工授精は左右両子宮角に各1本ずつ，1～2回行った。

胚の回収はFSH処置開始から12～1311日に行い．発育卵

胞数，残存卵胞数及び黄体数は直腸検査及びリニア電子走

査式超音波診断装置により調べた。サンプルは血策分離後

－30℃で測定まで保存した。プロゲステロン（P），エス

トロン（E】）及びェストラジオールー17β（E2）の測定

はラジオイムノアッセイ法により行った。

3　試験結果及び考察

供卵牛の卵巣反応と卵回収成績を表1に示した。簡易投

蓑1　FSH減量投与あるいは簡易投与による
過排卵処置牛の卵巣反応及び回収成績

　 区分

項 目

減 量 投 与 区
簡 易 投 与 区

I 】

例　　　 数 8 】3 10

発 育 卵 胞 数 16．4 士　 8．7 2 0．6 士 12．3 12．9 士　 5 ．g

推 定 黄 体 数 14．7 ±　 8．3 1 6．9 土 12．3 1 1．4 土　 5 ．6

回 収 卵 数 8．8 ±　 4．0 10．3 士　 9．8 5．7 ±　 2．1

正 常 卵 数 5．5 士 1．8 5．5 土　 5．3 3．4 土　 2．5
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図1血中プロゲステロン値の推移
与区Ⅰが．発育卵胞数，黄体数，回収卵数とも簡易投与区

Ⅱや減量投与区に比べやや多い傾向を示したが．個体差が　かな差は認められず，処置前の約5ng／mgからPGF2α

大きく各処理区間に有意な差は認められなかった。　　　　投与後急速に低下し．発情［＝こはlng／mg前後の最低値

図1に．各投与区のPの推移を示した。投与区間に明ら　　を示した。以降，黄体形成に伴い急上昇し，通常性周期中
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の濃度に比較して高い値に適した。また，Elの推移は個

体差が大きく特徴的な推移は捕らえられなかった。各投！i

区のE2の推移を図2に示した。各処置区ともFS11枚Iiに

より上昇し，発情前日から発情日にかけて高いピークを形

成したのち採卵日まで低値で推移した。ところで，簡易投

与区においてE2のピークの幅がやや広がっているが．こ

れは減量投与区に比べ発情発現時間の個体差がやや大きかっ

たことと関連すると考えられる。また，発育卵胞数とE。

濃度との間には有意な相関は認められなかった。
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図2　血中エストラジオールー1叩値の推移

図3には反応例（黄体数4個をこえるもの，13頑）と反

応不良例（黄体数4個以下，5頑）のPの推移を示した。

反応例ではFSH投与後にやや上昇したがPGF2a投与後

急減し∴黄体形成に伴い急速に上昇する典型的な推移を示

した。これに対し－反応不良例では反応例に比べ発情後の

Pの上昇が悪く低値で推移した。EZについては今回の測

定例では明らかな差は認められなかった。また．採卵日の

P濃度と黄体数との間には有意な相関は認められなかった。

図4には黄体形成により上昇したPが採卵目前に急激に

減少した特異的な例を示した。採卵目前のPの減少に伴い

E】のピークが形成されたが，E2の推移には特に異常は認

めなかった。この個体からは形態的には正常な胚が5個回

収され．移植に用いたが受胎しなかった。採卵前のPの減

少が胚のその後の生存性に悪影響を及ぼしたためか，受卵

牛側に問題があったためかは不明であり，今後更に検討す

る必要がある。

二
巳
、
訟
n
）
　
（
‥
…
‥
∴
こ
こ
T
一
〇
福
相
】
一
S
u
尋
へ
　
▼
　
　
こ
き
〔
こ
l
S
u

二
∈
　
ぎ
）
　
g
O
L
む
】
S
＆
O
J
d

0　　　　　　　　　4　　　　　　　　　8　　　　　　　　12

経　　過　　日　　数

図3　血中プロゲステロン値の推移
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図4　血中ステロイドホルモン値の推移
（簡易投与区l：B705）
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4　ま　　と　　め

過排卵処置牛の血中P－　E】及びE2をラジオイムノアッ

セイ法により測定し，FSH処置法の違いによる卵巣の反

応性と性ホルモンの推移について検討を行った。その結果．

減塩投与法と簡易投与法の間には卵巣の反応性や血中P，

E2の推移に差はなく．簡易投与法による過排卵処置が可

能であることが示された。また，処置前後のPの推移を把

握することにより異常な個体を見つけることが可能であり，

採卵等を効率的に行うために利用できると思われる。
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